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新市建 画策定のためのアンケート調査

結果報告資料

■アンケート調査実施概要 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．調査実施期間

○ 麻生町・北浦町　　　　平成 15年 19月 12日~10月 10日まで

○ 玉造町　　　　　　　　平成 16年 16月 11日~16月 13日まで

麻生町・北浦町住民に対するアンケートは、本協議会に先行して実施していた「麻生町・北浦町合併協議会」が実

施したアンケート調査結果を活用しています。

したがって、本協議会においては新たに玉造町住民を対象にアンケート調査票を配付し、他 2 町の結果とあわせて

ご報告いたします。

２．調査対象者

○ 3町全世帯（麻生町 4,282世帯、北浦町 2,529世帯、玉造町 3,990世帯）

○ ただし回答者は世帯の中で中学生以上とする。

３．調査方法

○ 送による配付・回収

４．調査内容

○ 全 13問により構成

・回答者属性（問１~４；性別、年齢、住所、職業）

・まちづくりの将来像（問５）

・重点的に実施すべき事業

問６~１２；社会基盤整備、生活基盤整備、保健・医療・福祉、教育・文化、産業振

興、連携・交流促進、行財政の効率化

・具体的な事業提案（問１３　任意記入）

■回答者の属性 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問１　性別　　　　　　　　　　　　　　　　　問２　年齢

問３　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　問４　職業

参考／町別回収率

麻生町　22.9％（配付 4,282　回収 1,982）

北浦町　16.1％（配付 2,529　回収 1,407）

玉造町　32.8％（配付 3,990　回収 1,307）

※回収数には「不明」を含まない

男性からの回答が 68.2％、女性からの回

答が 30.2％となっています。

40~59 歳からの回答が 52.5％で最も多

く、60 歳~が 30.9％でこれに続いていま

す。

玉造町からの回答が 47.6％で最も多く、

以下、麻生町、北浦町の順となっています。

お勤めの方が 45.0％で最も多く、無職、

自営業、農林水産業と続いています。
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■まちづくりの将来像                                                                                                                                                                                                                                                       

●単純集

問５　あなたは、新市が、将来どんなイメージの市となっていけばよいと思われますか。次の中から３つまで選択してください。

１．自然と調和し、農林水産業のさかんなまち

２．道路、公園、商業施 などが整備され、便利に暮らせるまち

３．通勤、通学などに便利で、子どもを安心して育てられるまち

４．環境を保全し、豊かな自然の中で落ち着いて暮らせるまち

５．医療・救急体制や 災体制の整った、安心して暮らせるまち

６． 齢者、障害者の生活や女性の社会参加などを支援する福祉体制の充実したまち

７．商工業の活性化や新しい産業の育成が行われ、働く場の多いまち

８．多くの人が訪れる観光・リゾート交流のまち

９．スポーツ・文化活動などコミュニティ活動が活発なまち

「医療・救急体制や 災体制の整った、安心して暮らせるまち」が過

半数を える住民から支持されています。

さらに、「環境を保全し、豊かな自然の中で落ち着いて暮らせるまち」

が 4割を える住民から支持されています。

 新市の将来像におけるKey Word
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自然と 和し農林業のさかんなまち

道路、公園、商業施 などが整備され、便利に暮らせるまち

通勤、通学などに便利で、子どもを安心して育てられるまち

環境を保全し、豊かな自然の中で落ち着いて暮らせるまち

医療・救急体制や 災体制の整った、安心して暮らせるまち

齢者、障害者の生活や女性の社会参加などを支援する福祉体制の充実したまち

商工業の活性化や新しい産業の育成が行われ、働く場の多いまち

多くの人が訪れる観光・リゾート交流のまち

スポーツ・文化活動などコミュニティ活動が活発なまち
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■社会基盤の整備                                                                                                                                                                                                                                                               

●単純集

問６　あなたは、「社会基盤の整備」を考えた時に、新市においては、次のどの事業に重点を置くべきだと考えますか。（３つまで選択してください）

１． 速道路（東関東自動車道水戸線）の整備促進 　　１０．土地区画整理事業など 市 画事業の推進

２．国道や県道の整備

３．地区間を連絡する幹線町道の整備

４．地区内の生活道路の整備

５．バス路線網（ 速バスも含む）の充実

６．企業誘致のための工業団地の整備

７．上水道の整備

８．下水道や合併浄化槽など排水処理施 の整備

９．ＰＦＩ（民間資金等活用事業）など民間活力の導入

「地区内の生活道路の整備」が半数 い住民から望まれています。さ

らに「地区間を連絡する幹線町道の整備」も 4 割 い住民から望まれて

います。

また、「下水道や合併浄化槽など排水処理施 の整備」も 4 割を える

住民から求められています。

 社会基盤整備における重点項目

!()*+$

!,-(*+./0-1234$

22.5%

29.3%

39.8%

48.1%

25.6%

26.1%

13.6%

43.9%

15.8%

16.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

速道路（東関東自動車道水戸線）の整備促進

国道や県道の整備

地区間を連絡する幹線町道の整備

地区内の生活道路の整備

バス路線網（ 速バスも含む）の充実

企業誘致のための工業団地の整備

上水道の整備

下水道や合併浄化槽など排水処理施 の整備

ＰＦＩ（民間資金等活用事業）など民間活力の導入

土地区画整理事業など 市 画事業の推進
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■生活基盤の整備                                                                                                                                                                                                                                                               

●単純集

問７　あなたは、「生活基盤の整備」を考えた時に、新市においては、次のどの事業に重点を置くべきだと考えますか。（３つまで選択してください）

１．消 団など消 災組織の充実 　　１０．リサイクル事業の推進

２．交通安全施 の整備や交通安全運動の充実 　　１１．インターネットの活用など地域情報化の推進

３． 犯灯などの 犯施 の整備 　　１２．河川、湖を浄化する排水処理対策の充実

４．水害 止のための河川改修など河川整備 　　１３．景観の保全や緑化、花いっぱい運動など、うるおいのある空間づくりの推進

５．町営住宅や県営住宅などの整備

６．宅地の分譲など住宅団地の整備

７． 市公園や児童公園などの公園の整備

８．墓地管理の充実

９．し尿処理施 の適正な維持管

「 犯灯などの 犯施 の整備」が過半数から望まれています。

これに、「河川・湖を浄化する排水処理対策の充実」、「景観の保全や緑

化など、うるおいのある空間づくりの推進」が続いています。

 生活基盤整備における重点項目
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消 団など消 災組織の充実

交通安全施 の整備や交通安全運動の充実

犯灯などの 犯施 の整備

水害 止のための河川改修など河川整備

町営住宅や県営住宅などの整備

宅地の分譲など住宅団地の整備

市公園や児童公園など公園の整備

墓地管理の充実

し尿処理施 の適正な維持管理

リサイクル事業の推進

インターネットの活用など地域情報化の推進

河川、湖を浄化する排水処理対策の充実

景観の保全や緑化など、うるおいのある空間づくりの推進
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■保健・医療・福祉の充実                                                                                                                                                                                                                                               

●単純集

問８　あなたは、「保健・医療・福祉の充実」を考えた時に、新市においては、次のどの事業に重点を置くべきだと考えますか。（３つまで選択してください）

１．救急医療体制の充実 　　１０．障害者支援事業の充実

２．健康教室など健康づくり事業の充実 　　１１．子育て相談、保育所など子育て支援事業の充実

３．住民検診事業など予 医療の充実 　　１２．ＮＰＯ（民間 営利団体）の育成や活用の推進

４．社会福祉協議会の活動充実のための支援

５．各種福祉ボランティア活動への支援

６．地域ケアシステムの充実

７．シルバー人材センターの活用促進

８． 齢者向け福祉施 の充実

９．障害者向け福祉作業所など支援施 の整備、充実

「救急医療体制の充実」が 6 割を える住民から望まれています。さ

らに、「住民検診事業など予 医療の充実」に対するニーズも強くなって

います。

また、「 齢者向け福祉施 の充実」も半数 くの住民から望まれてい

ます。さらに「子育て相談、保育所など子育て支援事業の充実」も い

割合で求められています。

 保健・医療・福祉の充実における重点項目
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救急医療体制の充実

健康教室など健康づくり事業の充実

住民検診事業など予 医療の充実

社会福祉協議会の活動充実のための支援

各種福祉ボランティア活動への支援

地域ケアシステムの充実

シルバー人材センターの活用促進

齢者向け福祉施 の充実

障害者福祉作業所など支援施 の整備、充実

障害者支援事業の充実

子育て相 、保育所など子育て支援事業の充実

ＮＰＯ（民間 営利団体）の育成や活用の推進
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■教育・文化の充実                                                                                                                                                                                                                                                           

●単純集

問９　あなたは、「教育・文化の充実」を考えた時に、新市においては、次のどの事業に重点を置くべきだと考えますか。（３つまで選択してください）

１．パソコン、施 整備など小中学校の教育環境の整備 　　１０．温水プールなどスポーツ・レクリエーション施 の整備

２．ティームティーチング（担任と 常勤講師による授業）の充実 　　１１．子ども会や 校生会活動促進など健全育成事業の充実

３．校舎（小中学校）の耐震調査及び改修工事

４．各地区公民 など生涯学習施 の整備

５．公民 講座など生涯学習プログラムの充実

６．文化イベントの開催

７．スポーツ少年団、町民運動会など社会体育プログラムの充実

８．町史編さん事業の推進

９．図書 の整備

「パソコン、施 整備など小中学校の教育環境の充実」と「温水プー

ルなどスポーツ・レクリエーション施 の整備」が、それぞれ 4 割を

える住民から求められています。

 教育・文化の充実における重点項目
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パソコン、施 整備など小中学校の教育環境の整備

（担任と 常勤講師による授業）の充実

校舎（小中学校）の耐震 査及び改修工事

各地区公民 など生涯学習施 の整備

公民 講座など生涯学習プログラムの充実

文化イベントの開催

少年団、町民運動会など社会体育 の充実

町史編さん事業の推進

図書 の整備

温水 など ・ 施 の整備

子ども会や 校生会活動促進など健全育成事業の充実
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■産業の振興                                                                                                                                                                                                                                                                       

●単純集

問１０　あなたは、「産業の振興」を考えた時に、新市においては、次のどの事業に重点を置くべきだと考えますか。（３つまで選択してください）

１．ほ場整備など土地基盤整備事業 　　１０．地元企業の育成

２．農道整備事業 　　１１．企業誘致による働く場づくり

３． 柄産地の指定など農産物の差別化 　　１２． ヶ浦、北浦湖岸 におけるレクリエーション開発

４．特産品の開発及び販売体制の確立 　　１３．観光協会の機能強化

５．観光農園など観光農業の推進

６．既存商店 の環境整備

７．商業イベントなどによる商店 の活性化

８．スーパーなど大 模店舗の誘致

９．工業団地などの開発

「特産品の開発及び販売体制の確立」と「企業誘致における働く場づ

くり」が 4割前後の住民から求められています。

 産業の振興における重点項目
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ほ場整備など土地基盤整備事業

農道整備事業

柄産地の指定など農産物の差別化

特産品の開発及び販売体制の確立

観光農園など観光農業の推進

既存商店 の環境整備

商業 などによる商店 の活性化

スーパーなど大 模店舗の誘致

工業団地などの開発

地元企業の育成

企業誘致による働く場づくり

ヶ浦、北浦湖岸 における 開発

観光協会の機能強化
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■連携・交流の促進                                                                                                                                                                                                                                                           

●単純集

問１１　あなたは、「連携・交流の促進」を考えた時に、新市においては、次のどの事業に重点を置くべきだと考えますか。（３つまで選択してください）

１．イベントによる住民の交流事業 　　１０．古いしきたりの改善など生活改善の推進

２．ふるさと資源の再認 運動の推進 　　１１．女性の登用など男女共同参画の推進

３． 市間交流事業の推進 　　１２．住民の自主的な地域活動の推進

４．国際交流の推進

５．ＡＬＴ（外国 指導助手）事業の推進

６．学生の海外派 事業

７．各種ボランティア団体への育成及び支援

８．新しい広報媒体の活用など広報広聴活動の充実

９．情報公開制度の推進

「古いしきたりの改善など生活改善の推進」が最も強く望まれており、

「ふるさと資源の再認 運動」、「住民の自主的な地域活動の貢献」がこ

れに続いています。

 連携・交流の促進における重点項目
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イベントによる住民の交流事業

ふるさと資源の再認 運動

市間交流事業の推進

国際交流の推進

ＡＬＴ（外国 指導助手）事業の推進

学生の海外派 事業

各種 団体への育成及び支援

新しい広報媒体の活用など広報広聴活動の充実

情報公開制度の推進

古いしきたりの改善など生活改善の推進

女性の登用など男女共同参画の推進

住民の自主的な地域活動の貢献
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■行財政の効率化                                                                                                                                                                                                                                                               

●単純集

問１２　あなたは、「行財政の効率化」を考えた時に、新市においては、次のどの事業に重点を置くべきだと考えますか。（３つまで選択してください）

１．住民提案など広聴制度の充実 　　１０．職員提案制度など職員の意欲向上施策

２．総合窓口創 など住民窓口サービスの向上 　　１１．能力・実績を重視した公平な人事管理制度の導入

３．パソコンから 子申請など行政事務ＯＡ化の推進

４．わかりやすく、効率的な行政組織の構築

５．職員数や議会議員数、委員数の削減などの行財政改革の推進

６．団体等への補助金の見直しなどの行財政改革の推進

７．事業評価制度などによる事務事業の整理統合の推進

８．地方税や保 料等の徴収率の向上

９．行政サービス向上のための職員教育の充実

「職員数や議会議員数、委員数の削減など行財政改革の推進」が過半

数を える住民から求められています。

また、「能力・実績を重視した公平な人事管理制度の導入」や「わかり

やすく、効率的な行政組織の構築」、「総合窓口創 など住民窓口サービ

スの向上」がこれに続いています。

 行財政の効率化における重点項目
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住民提案など広聴制度の充実

総合窓口創 など住民窓口サービスの向上

パソコンから 子申請など行政事務のOA化の推進

わかりやすく、効率的な行政組織の構築

職員数や議会議員数、委員数の削減など行財政改革の推進

団体等への補助金の見直しなどの行財政改革の推進

事業評価制度などによる事務事業の整理統合の推進

地方税や保 料等の徴収率の向上

行政サービスの向上のための職員教育の充実

職員提案制度など職員の意欲向上施策

能力・実績を重視した公平な人事管理制度の導入


